
雫
安
朝
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て

（
下
）

・
七
　
　
五
肋
脚
舞
の
推
移
（
中
）

　
五
節
舞
姫
に
督
す
る
制
度
の
退
化
を
考
ふ
る
に
、
彼
等

ば
本
型
名
転
官
に
し
て
、
臨
時
選
任
せ
ら
る
、
を
例
ご
す

さ
れ
ば
こ
の
瓢
に
於
て
内
童
坊
の
妓
女
ご
は
全
然
そ
の
地

位
境
遇
を
異
に
せ
る
も
の
ご
知
る
べ
し
。
定
員
に
つ
い
て

の
署
長
は
図
譜
な
ら
す
ビ
い
へ
ざ
も
、
李
安
朝
以
降
は
藁

筆
玉
名
、
大
嘗
墨
行
の
際
に
限
り
更
に
一
名
冷
．
加
へ
ら
る

そ
れ
の
み
な
ら
す
、
出
演
者
の
受
く
る
特
典
も
、
新
嘗
奉

仕
の
も
の
は
た
い
賜
澱
の
こ
ご
あ
る
に
過
ぎ
ざ
る
に
反
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

大
嘗
奉
仕
の
そ
れ
は
叙
位
の
恩
遇
あ
り
。
こ
れ
に
つ
い
て

三
善
清
行
は
論
じ
て
早
、
鵬
講
縫

　
　
朝
家
五
笛
舞
妓
、
大
嘗
曾
時
五
人
即
皆
預
　
叙
位
一
〇
中

　
　
　
猿
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
築
安
翻
に
於
け
る
舞
踊
に
つ
い
て
（
下
）

櫻

井

秀

　
　
略
新
嘗
會
四
人
無
レ
預
臨
叙
位
一
〇
中
略
　
大
嘗
會
之
時

　
　
権
貴
之
家
競
…
進
査
ハ
女
一
以
充
此
妓
、
尋
常
三
年
人
皆
僻

　
　
遁
○
堅
餅
愛
有
二
新
制
「
倉
下
諸
公
卿
及
女
御
輪
縛
進
占
之

　
　
共
心
甚
君
長
レ
能
レ
堪
レ
任
、
伏
案
弘
仁
承
和
二
代
尤
好
呂

　
　
内
学
h
故
画
品
下
諸
家
揮
串
進
此
妓
四
竃
以
爲
　
選
納
之
便
｝

　
　
也
諸
家
舞
毒
天
恩
一
〇
中
略
．
監
レ
財
破
・
指
墨
以
貢
進
、

　
當
初
適
宜
指
定
の
慣
例
な
り
し
こ
ご
、
及
そ
の
制
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ロ
ぼ

れ
は
す
し
て
輸
轄
急
進
の
風
ご
穴
摩
れ
る
に
至
b
し
野
路
に

は
か
、
る
内
情
も
存
せ
し
な
ら
む
。
か
く
晶
貝
調
進
制
度
が
啓
顧

番
貴
族
等
の
輕
か
ら
ざ
る
負
搬
な
り
し
ご
す
れ
ば
、
彼
等

が
何
等
か
の
代
償
的
豫
想
を
以
て
舞
姫
を
出
し
た
り
し
も

理
な
る
べ
し
。

　
右
の
如
く
に
し
て
舞
姫
翻
度
は
宮
臨
の
鷲
敷
を
害
し
、

　
　
　
　
　
　
弟
．
二
目
　
　
　
四
七
　
（
二
一
九
）



　
　
　
第
七
鰹
〕
　
　
研
　
究
　
　
亭
安
朝
に
於
け
る
舞
踊
に
つ
い
て
（
下
）

廷
臣
の
産
を
傾
け
し
む
る
者
あ
り
し
か
ば
、
識
者
は
そ
の

改
革
を
希
望
す
る
に
至
り
ぬ
。
清
行
の
封
事
に
い
ふ
、

　
　
端
者
瀞
女
雛
舞
未
必
有
定
数
○
中
略
野
望
澤
良
家
女

　
　
子
未
嫁
者
二
人
、
畳
爲
主
節
妓
翼
時
服
月
料
稽
命
饒

　
　
給
一
節
黒
衣
装
亦
賜
二
公
物
ハ
若
貞
節
不
レ
嫁
経
昌
十
ヶ
年
一

　
　
者
、
師
預
一
女
叙
一
聴
レ
命
魯
嫁
ハ
細
動
莇
田
野
一
者
預
二
之
於

　
　
藏
人
之
凋
蔀
鐸
覆
其
書
入
ハ

　
提
案
は
頗
ぶ
る
時
宜
を
得
た
る
も
の
な
り
し
か
ざ
絡
に

行
は
れ
ざ
b
き
。
さ
り
な
が
ら
、
季
安
初
期
に
於
け
る
如

く
三
二
の
女
子
競
ひ
進
む
の
風
は
い
つ
し
か
全
く
磨
絶
し

國
司
或
は
中
央
な
る
亜
流
官
人
の
子
女
申
よ
6
幾
つ
る
の

　
　
　
　
　
の

み
こ
な
れ
b
Q
枕
草
子
「
な
ま
め
か
し
き
も
の
」
の
條
に
、

　
　
宮
の
五
節
出
さ
せ
給
ふ
○
申
略
ま
ひ
姫
は
す
け
ま
さ

　
　
の
う
ま
の
か
み
の
む
す
め
、
染
殿
の
式
部
卿
宮
の
御

　
　
お
ご
や
の
四
の
君
の
御
は
ら
十
二
に
て
い
こ
お
か
し

　
　
げ
な
り

　
芦
、
ご
見
え
し
は
、
親
王
の
外
孫
女
な
れ
ば
上
の
傾
向
に

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
八
　
（
ニ
ニ
○
）

反
す
る
や
う
思
は
る
れ
ご
然
ら
す
。
曇
霞
王
族
の
財
政
裕

な
ら
ざ
る
も
の
多
く
、
從
て
女
子
の
宮
仕
す
る
も
の
さ
へ

多
一
あ
ε
程
な
れ
ば
な
り
。
雛
蒜
報
野
袴
、
舞

　
註

　
（
1
）
舞
姫
を
出
す
人
々
は
そ
の
「
名
簿
」
を
官
に
呈
す
。
形
式
一

　
　
な
ら
ざ
り
し
如
き
も
、
一
例
を
示
さ
ん
。
李
範
國
記
長
元
九

　
　
年
十
一
月
二
十
三
日
置
に
、

　
　
　
五
籠
舞
姫
五
人
陪
野
鼠
女
二
人
皆
有
能
級
之
恩
、
五
節
舞

　
　
　
姫
名
簿
其
膿
各
異
也
○
中
略

　
　
　
　
　
　
　
　
正
六
位
・
工
　
伽
縢
　
原
　
　
畝
プ
　
子
（
○
中
略
）

　
　
　
右
五
節
舞
姫
注
進
如
件

　
　
　
　
長
元
九
年
十
｝
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
滲
議
正
三
位
行
左
兵
衛
督
爺
近
江
構
守
源
朝
臣

　
　
今
年
は
大
営
の
そ
れ
な
る
を
以
て
位
階
あ
る
な
る
べ
し
。

　
（
2
）
西
富
記
　
十
「
月
、
に
「
后
宮
親
王
内
侍
女
御
諸
卿
三
献

　
　
之
」
「
こ
み
え
て
、
そ
の
貢
進
の
範
園
を
知
ら
る
。

　
（
3
）
奉
献
者
は
貴
顯
な
り
S
し
て
も
、
そ
の
女
子
に
は
あ
ら
す

　
　
適
宜
官
人
の
家
よ
り
し
て
選
揮
出
仕
せ
し
め
た
る
に
過
ぎ
す



本
朝
世
記
天
慶
元
年
十
目
月
二
十
二
日
当
に
も
「
太
政
大
臣

家
舞
妓
、
故
伊
豫
介
源
朝
臣
禰
…
國
女
、
中
納
言
實
頼
卿
舞
妓

放
信
濃
法
源
朝
臣
公
家
息
女
也
」
な
さ
い
へ
り
。

　
舞
姫
を
献
進
せ
し
入
は
后
妃
及
三
公
卿
相
に
漁
れ
り
ε

い
へ
ざ
も
、
近
親
中
よ
り
そ
の
入
を
揮
ぶ
が
如
き
こ
ご
は

中
期
以
降
殆
こ
な
か
り
し
が
如
屯
っ
権
記
長
徳
元
年
九
月

十
七
日
條
に
、

　
　
被
定
可
奉
五
節
二
人
、
右
大
臣
、
藤
大
納
言
季
、
右

　
　
兵
衛
督
俊
、
大
皇
太
后
罐
大
夫
理
、

　
か
く
定
め
ら
れ
だ
乃
人
々
は
、
如
何
に
し
て
舞
婚
こ
そ

れ
に
附
薦
す
べ
き
量
女
、
侍
女
等
を
人
選
せ
し
か
Q
こ
れ

に
答
ふ
る
に
先
ち
、
少
し
く
侍
女
等
の
員
数
を
徴
せ
ん
ε

す
Q

（
一
）
競
業
車
寄
・
迎
舞
・
耀
騨
相
出
車
（
・
露
）
陪
從

　
　
六
人
薯
陥
入
下
仕
四
人
稚
仕
四
人
撫
樋
（
小
右
記
長
徳
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
年
差
｝
月
二
十
二
日
條
）

　
（
｝
一
）
　
一
及
乗
燭
令
滲
五
五
岬
欝
欝
女
一
房
六
人
山
南
｝
一
入
下
潮
…
…
浸
入
．
醸
｛
早

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
．
平
妥
朝
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て
（
下
）

　
　
（
左
経
記
寛
仁
四
年
同
月
十
八
日
條
）

　
（
三
）
令
滲
舞
姫
陪
從
六
人
童
二
入
省
上
乗
按
榔
毛
四
爾
、
下
仕

　
　
四
人
乗
網
代
、
（
同
長
元
四
年
同
月
十
六
日
條
）

　
（
四
）
宮
の
馴
せ
ち
出
さ
せ
給
ふ
に
か
し
づ
き
十
二
入
（
○
中
略
）

　
　
女
房
を
十
島
猷
さ
せ
給
ふ
今
こ
入
は
女
院
淑
景
薯
の
人
や
が

　
　
団
、
は
ら
か
ら
な
り
け
り
（
○
中
略
）
青
摺
の
忠
臣
か
さ
み
を
き

　
　
せ
給
へ
り
（
0
中
略
）
赤
ひ
も
い
み
じ
う
結
び
下
げ
て
い
み
じ

　
　
く
榮
し
た
る
臼
き
衣
に
か
た
ぎ
の
か
た
糟
に
か
き
た
る
、
織

　
　
物
の
唐
き
ぬ
の
う
へ
に
着
た
る
は
誠
に
め
づ
ら
し
き
中
に
わ

　　

轤
ﾍ
、
今
劣
な
ま
め
き
た
り
、
（
枕
華
譲
囎
吼
）

　
　
　
‘
こ
れ
等
に
よ
れ
ば
少
く
も
十
鯨
入
多
く
は
三
十
入
に
近
か

　
　
　
ら
む
。

　
員
数
の
異
同
は
地
位
勢
力
の
如
何
に
墓
け
り
こ
い
へ
こ

も
、
ま
た
特
定
の
慣
例
に
從
ふ
べ
き
こ
ご
も
あ
り
。
（
例
せ

ば
老
年
の
公
卿
が
舞
姫
を
献
ず
る
ご
き
に
限
り
、
随
從
の

章
女
を
珍
く
由
は
年
中
行
事
秘
抄
糊
從
孤
疑
年
中
行
事
撒
鞠

等
に
い
つ
。
）
而
し
て
上
討
の
如
き
諸
階
級
の
從
者
（
即
ち

女
房
罐
縦
“
飢
童
女
下
仕
雑
仕
等
）
を
墾
入
期
限
前
に
準
備

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
四
九
　
（
二
一
二
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
奉
安
朝
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て
（
下
）

し
絡
る
こ
ご
は
必
し
も
容
易
な
ら
す
。
故
に
種
々
奔
走
し

て
人
品
地
位
ほ
や
佳
こ
す
べ
き
者
を
物
色
す
。
さ
れ
ご
不

幸
に
し
て
定
数
を
得
ざ
る
ビ
き
は
、
卑
賎
な
る
階
級
よ
h
・

そ
の
適
任
者
を
求
む
る
こ
ご
あ
り
き
Q
、
鎌
倉
以
降
の
こ
ご

な
れ
こ
も
左
の
例
を
見
る
べ
し
。

　
　
申
剋
許
依
都
督
亜
相
招
引
行
向
是
五
節
櫛
柵
可
見
之

　
　
由
○
中
略
見
納
一
州
卿
差
内
気
、
五
宝
髪
嘲
讐
鑑

　
　
雄
柳
纒
掘
懸
敵
環
取
・
抄
、
下
仕
灘
嫡
等
又
召
寄
、
（
李
済
記

　
　
仁
治
元
年
十
一
月
十
七
日
條
）

　
「
遊
女
し
ご
い
ふ
も
、
後
世
よ
り
考
ふ
る
如
き
賎
し
き
も

の
に
は
め
ら
ざ
ら
む
Q
そ
れ
に
し
て
も
右
の
事
實
は
随
員

の
入
選
難
を
語
て
鯨
あ
り
ご
信
ず
。
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
か
く
從
者
の
召
集
に
苦
心
す
る
ご
共
に
師
を
招
き
て
舞

姫
を
講
習
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
Q
舞
師
は
似
せ
ら
れ
て
貢
献

者
の
邸
に
赴
き
、
訓
育
指
導
に
贈
れ
る
こ
ご
古
書
に
例
多

く
見
ゆ
。

　
（
イ
）
　
小
＋
順
記
長
保
一
兀
年
・
†
「
n
月
十
山
ハ
日
條

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
〇
　
（
二
二
二
）

　
　
五
箭
舞
姫
宅
、
今
口
令
迎
師
六
二
、
分
遣
冷
物
、
師
蔽
絹
三

　　

ｾ
五
五
瀟
鱗
鄭
菓
子
事
物
等

　
（
ロ
）
中
右
記
大
治
二
年
十
一
月
十
五
日
條

　　

ﾗ
羅
議
伊
於
簾
受
業
晩
景
鐘
問
（
○
中
略
）

　
　
房
之
装
束
皆
以
放
取
了
、
簾
…
算
盤
叉
不
制
止
者
也
、
大
略
近

　
　
年
作
法
者
、

　
（
ハ
）
転
記
久
安
二
年
十
一
月
十
日
條

　
　
深
更
舞
師
安
藝
來
、
余
（
○
中
略
）
卒
舞
姫
粗
逢
、
令
習
舞
、

　
　
例
天
外
賜
別
祓
（
O
中
略
）
敏
レ
舞
了
墨
譜
退
去
、

　
こ
れ
等
の
例
に
徴
し
、
舞
姫
の
多
忙
ビ
舞
師
の
優
遇
ゼ

ら
れ
し
さ
ま
を
察
す
べ
し
。
殊
に
中
右
記
の
趣
に
て
は
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

家
の
「
役
得
し
ビ
見
る
べ
き
も
の
滅
ぶ
る
多
き
を
畳
ゆ
。

　
註

　
（
－
）
舞
師
に
は
物
師
、
大
師
、
小
師
等
の
歯
面
あ
り
、
地
位
の

　
　
高
下
に
よ
り
て
鯉
す
・
な
ら
む
。
証
謡
講
謬
論
脂

　
　
誘
騒
伊
呂
波
宇
類
抄
に
隻
徳
義
…
加
糖
三
年
に

　
　
五
籠
舞
師
を
置
く
よ
し
い
へ
れ
蓉
、
確
な
ら
す
．
．
、
室

　
（
り
一
）
舞
師
の
隷
法
に
つ
い
て
は
類
聚
雑
益
拶
三
五
節
雅
事
條
に



　
　
・
内
府
忠
廼
が
舞
姫
を
進
ぜ
し
ε
き
の
例
く
は
し
く
み
ゆ
。
（
参

　
　
照
す
べ
し
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
敏
習
既
「
に
了
り
喜
入
の
儀
あ
る
は
、
子
日
或
は
丑
日
な

り
き
。
例
せ
ば
小
右
記
に
、

　
　
甲
子
、
逮
夜
参
内
闘
志
殿
上
、
五
毒
煙
入
景
好
女
也

　
　
自
余
不
墾
（
永
槻
二
年
十
一
月
十
八
日
條
）

　
　
乙
丑
…
…
…
三
所
五
範
参
入
有
常
寧
殿
試
事
理
上
御

　
　
常
寧
殿
密
々
御
覧
⑳
鵬
認
傭
（
十
九
日
條
）

　
な
ざ
の
如
し
。
前
例
は
正
し
か
る
べ
し
ご
い
へ
．
ε
も
、

行
は
れ
難
か
り
し
に
似
だ
り
。
同
書
長
徳
五
年
十
一
，
月
廿

一
日
由
炭
子
條
に
も
、
「
仰
、
η
A
寒
紅
舞
姫
之
由
、
命
串
其
由
」
ご

見
ゆ
◎

　
饗
入
後
の
彼
等
が
起
臥
す
べ
き
ご
こ
ろ
は
即
ち
「
，
五
節

所
」
に
し
て
、
便
宜
に
從
ひ
撰
定
せ
ら
る
。

（
凶
）
關
白
雫
諸
卿
相
引
向
給
中
納
言
五
三
麟
有
盃
酒
事

　
　
主
上
於
南
殿
北
廟
密
々
御
覧
之
（
○
中
略
）
有
影
藤
之
興
皆
以

　
　
・
祖
衣
…
…
…
…
（
春
記
長
久
元
年
十
…
月
十
七
日
盛
）

　
　
　
第
七
谷
　
　
研
　
究
　
　
峯
安
覇
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て
（
下
）

　
（
二
）
今
ダ
五
節
参
入
以
東
塾
代
廊
爲
五
節
所
、
（
中
右
記
寛
治
八

　
　
年
十
一
月
十
五
日
條
）
　
、

（
ε
近
江
畿
扉
舞
姫
翁
籏
解
毒
所
、
最
北
封
、

　
　
（
・
中
略
）
舞
響
中
身
響
下
市
夫
三
＋
入
許
於
帳
代

　
　
前
小
皆
樂
…
…
…
…
（
中
右
記
承
徳
二
年
十
一
月
五
日
條
）

　
か
く
て
塗
入
後
に
於
け
る
妓
女
の
言
挙
及
演
舞
の
こ
ご

は
次
に
こ
れ
を
述
ぷ
べ
し
O

　
註

（
1
）
舞
妓
参
入
の
式
は
頗
ぶ
る
荘
重
に
し
て
、
多
く
晩
景
な
り

　
　
し
か
ミ
思
は
る
。
し
か
れ
さ
も
、
そ
の
風
は
李
安
朝
の
宋
期

　
　
に
及
び
行
は
れ
ざ
る
に
至
れ
り
。
巾
右
記
承
徳
の
例
な
鴨
ご
は
．

　
　
後
に
い
ふ
「
暁
参
」
の
適
例
、
こ
す
る
に
足
ら
む
。
後
に
及
び
て

　
　
も
有
力
者
は
蕎
倒
に
從
て
行
へ
る
も
の
あ
り
き
。
（
類
聚
雑
要

　
　
抄
三
、
藤
原
忠
通
の
例
な
さ
）

八
　
五
節
舞
の
推
移
（
下
）

　
宜
闇
…
に
於
け
る
舞
姫
及
從
員
の
、
居
住
す
る
こ
こ
ろ
は

五
節
所
ざ
干
せ
ら
れ
、
そ
の
設
備
は
少
な
く
も
落
入
の
前

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
一
　
（
二
二
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
亭
妥
朝
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て
（
下
）

日
ま
．
で
仁
完
了
せ
ら
る
。
季
定
家
朝
臣
記
康
李
三
年
十
．
一

月
十
五
日
條
に
、

　
　
初
丙
府
殿
五
節
三
法
來
酷
喉

ζ
い
ひ
、
十
六
矯
條
に
「
五
踵
骨
O
中
略
依
御
物
忌
無
御

前
帳
奪
還
如
恒
」
ご
あ
る
は
そ
の
例
な
り
こ
す
。
か
く
て

嚢
入
後
は
舞
姫
貢
献
者
或
は
そ
の
知
入
乃
至
舞
姫
の
知
緑

な
ざ
よ
り
し
て
さ
ま
み
＼
の
辮
物
あ
り
Q

　
（
㎝
）
解
熱
　
永
保
元
年
十
…
月
二
十
一
日
條

　
　
覇
餉
磐
兵
聖
訓
籍
中
將
五
節
所
帯
叡
彗
み
ゆ

　
（
二
）
同
書
　
寛
治
二
年
十
願
月
十
九
日
條
、

　
　
使
省
史
生
重
忠
途
朝
餉
於
藤
中
納
言
宗
俊
五
僚
所
（
○
中
略
）

　
　
単
管
大
辣
匡
房
　
五
節
所
理
髪
前
料
高
器
九
本

ま
た
局
に
は
風
流
華
麗
の
調
度
を
設
備
し
、
よ
り
て
貢
進

ぜ
る
人
々
の
意
匠
風
雅
の
程
を
ト
す
べ
し
と
な
せ
り
し
か

ば
、
費
す
ご
こ
ろ
極
め
て
多
く
、
特
に
命
を
下
し
て
華
奢

風
流
を
制
限
せ
ら
れ
た
る
こ
ご
も
珍
し
か
ら
ざ
わ
し
は
、

既
に
幾
度
か
先
入
の
記
さ
れ
叢
る
事
項
な
る
を
以
て
具
述

第
二
號

五
二
　
（
ニ
ニ
四
）

せ
す
。

　
舞
姫
の
饗
入
す
る
や
そ
の
師
も
ま
た
俘
ひ
て
宮
に
塗
れ

る
こ
ε
左
経
記
長
元
七
年
十
一
月
十
六
写
譜
に
、
「
或
者
云

咋
夜
五
飾
雌
器
○
中
略
舞
師
氏
子
臼
來
三
橋
勿
塁
｝
孫
女
｝

爲
代
官
禽
饗
云
々
し
ご
い
ひ
、
に
け
一
州
條
ま
た
寛
仁
元
年
同

月
十
九
日
條
に
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
な
み
た

　
　
饗
内
玉
飾
舞
姫
等
於
舞
殿
㎝
舞
酬
棚
聯
主
上
並
東
宮
寓
醇

　
　
御
舞
姫
師
宿
所
御
費
舞
姫
鱗
蠣
旧
観
鱗
轍
八
一
鮒
塒
榊
禍
潜

交
に
鐵
御
ε
い
へ
る
宮
居
を
出
て
た
ま
へ
る
に
あ
ら
す
、

た
や
舞
師
の
假
宿
せ
る
こ
こ
ろ
に
忍
び
で
渡
御
あ
り
し
さ

ま
ピ
知
る
べ
し
Q

　
墾
入
よ
り
出
演
の
當
時
に
至
る
ま
で
に
は
幾
度
か
の
試

　
　
　
　
　
エ

演
を
行
は
る
。
即
ち
帳
壷
試
、
御
前
試
こ
い
ふ
が
如
き
こ

　
　
　
わ

れ
な
り
。
（
そ
の
問
ま
た
句
題
御
覧
の
儀
あ
り
Q
）
式
日
等

に
は
異
例
め
れ
ご
、
概
言
す
れ
ば
、

　
（
イ
）
帳
藁
菰
、
中
食
日
常
寧
殿
に
舞
飯
を
召
見
せ
ら
る

、
を
い
ふ
。
江
次
第
ナ
に
よ
れ
ば
舞
姫
は
立
輝
門
よ
り
墾



入
し
、
諸
大
夫
兀
帳
を
執
り
殿
上
人
等
童
女
以
下
を
扶
持

す
。
圭
上
は
御
直
衣
に
て
出
御
あ
り
、
舞
妓
は
各
自
董
女

二
人
を
先
行
ざ
し
下
仕
等
を
俘
ひ
順
次
墾
上
殿
内
の
席
に

著
す
。
か
く
て
そ
の
式
慮
れ
ば
五
飾
所
に
退
下
す
。
（
ロ
）

御
前
試
　
こ
は
総
目
帥
ち
帳
壷
試
の
璽
日
清
凍
殿
に
於
て

行
は
る
。
本
書
に
い
ふ
、

　
　
垂
悪
留
殿
束
痴
…
御
簾
其
内
南
殿
三
下
○
中
略
立
御
三

　
　
子
祐
置
字
廻
御
隠
風
立
其
南
北
邊
鋪
帖
○
中
略
　
女
房

　
　
候
所
○
申
略
若
皇
后
墾
上
者
同
第
四
百
設
御
座
0
中

　
　
略
内
親
王
丁
丁
丁
霊
第
二
単
票
座
…
…
…

　
舞
姫
は
理
髪
ル
董
女
起
下
仕
二
人
等
を
從
へ
て
蜜
人
し

御
前
の
座
に
著
し
、
（
中
央
を
以
て
上
席
こ
す
ご
ぞ
）
舞
の

儀
了
9
て
退
下
す
。
（
、
ノ
）
童
女
御
覧
　
卯
口
底
は
寅
日
を

用
ふ
、
本
來
は
儀
式
を
以
て
目
す
べ
き
者
に
あ
ら
ざ
り
～

が
、
後
に
及
び
例
こ
な
れ
り
し
な
り
Q
さ
れ
ば
中
右
記
永

久
二
年
十
月
七
玉
章
に
、
「
今
年
五
寸
之
間
董
御
覧
有
無
如

何
福
々
被
申
云
於
童
御
覧
者
臨
時
遊
興
如
此
時
多
被
止
也

　
　
　
禦
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
高
嶺
朝
に
於
け
る
舞
踊
に
つ
P
て
（
下
）

・
○
申
略
取
云
触
っ
儀
ゆ
｛
然
者
不
可
有
瀬
鹸
寛
し
こ
い
へ
る
如
く

　
　
　
　
　
｛
ブ
し

時
宜
に
從
ひ
行
は
れ
ざ
り
し
こ
ご
も
多
か
り
け
ん
。
式
の

大
概
を
い
は
い
貢
獣
者
の
地
位
（
？
）
に
從
ひ
そ
の
董
及
下

仕
鑑
み
な
そ
れ
み
＼
扶
持
の
官
入
に
俘
は
れ
て
墾
上
す
。

官
治
の
数
は
下
仕
に
一
人
づ
、
童
に
に
二
入
或
ぱ
「
ん
ミ
す
Q
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
て

献
人
の
地
位
高
け
れ
ば
扶
持
の
人
多
く
地
位
も
・
高
壷
か
用
ふ
。

董
は
御
前
に
扇
を
概
き
、
小
時
の
後
ま
た
扇
を
取
り
て
退

下
す
。
（
参
上
の
簿
は
順
次
に
一
組
づ
、
出
る
を
恒
ビ
す
れ

ご
、
退
下
に
は
一
同
に
算
入
す
る
者
こ
す
。
）

　
　
此
鰻
掴
女
御
覧
也
○
中
略
余
己
下
参
遷
御
前
座
0
中

　
　
略
小
時
壷
女
等
墾
上
…
…
…
輪
綴
百
里
響
鋤
徽
蜥
紳
踊
囎

　
　
御
搬
臆
潰
鰯
闘
鵜
瓢
鱗
下
仕
同
参
候
庭
中
軌
ト
蘭

　
　
奇
襲
欝
騙
清
華
域
灘
隠
妻
小
時
叢
扇
・
中

　
　
略
退
下
膳
灘
魏
尋
蹴
偲
掛
礫
申
心
次
子
仕
癖
退
下
（
玉
葉
治

　
　
承
三
年
十
一
月
十
三
呂
丁
卯
條
）

　
牛
蝿
は
幼
年
の
者
多
け
れ
ば
未
だ
事
理
を
解
せ
す
御
前

に
出
で
扇
を
鍛
く
を
承
引
せ
ざ
り
し
事
な
ざ
も
あ
も
し
ご

見
え
、
本
書
文
治
五
年
十
一
月
二
十
三
日
己
卯
條
に
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
鉱
三
　
（
一
ご
一
五
）



　
　
　
第
・
七
徐
｝
　
研
　
究
　
　
亭
安
朝
に
於
け
る
舞
踊
に
つ
い
て
（
下
）

　
　
薬
燭
之
後
董
女
墾
上
○
巾
略
下
仕
思
入
聖
餐
回
忌
罎

　
　
扇
而
烈
女
等
一
切
不
承
引
蝋
鮪
…
蟷
…
雌
罷
鱗
ω
乾
靴
・
欲
レ

　
　
遽
不
農
レ
扇
依
レ
単
一
藪
刻
一
命
邊
諾
了
叡
磁
器
鰯
題
随
繍

　
　
搦
之
故
鰍
切

　
　
レ
腹
事
也

本
文
に
い
ふ
、
こ
こ
ろ
の
切
レ
腹
ε
は
噴
飯
笑
止
の
意
な
る

べ
し
。

　
ま
た
衆
人
盛
観
の
席
に
出
つ
る
を
恐
れ
て
忌
避
を
企
て

し
こ
ビ
な
ざ
も
み
ゆ
。
台
邑
久
壽
元
年
十
｝
月
二
十
三
日

條
に

　
　
三
彩
前
齋
院
綻
子
本
所
定
之
音
頭
二
人
之
中
一
人
錦
蔦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ユ
レ
す

　
　
日
來
逃
隠
、
一
人
畷
魑
魅
云
、
彼
既
逃
隠
、
不
得
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
イ

　
　
出
、
伍
以
他
女
搬
入
出
之
、
日
要
所
隠
乏
女
昨
日
出

　
　
來
、
今
先
以
本
所
定
之
二
人
出
之
、

　
當
時
年
少
婦
人
の
心
事
を
知
る
べ
く
、
前
條
の
笑
話
ε

相
封
し
て
、
頗
ぶ
る
興
昧
あ
わ
。

　
か
く
の
如
き
例
よ
り
し
て
考
へ
ん
に
は
、
舞
姫
の
魚
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

病
み
て
代
入
を
幽
せ
し
渚
な
ご
に
も
、
實
は
此
種
の
類
例

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
　
五
四
．
　
（
二
「
エ
ハ
）

・
多
か
ら
ん
定
想
像
せ
ら
る
。

　
か
く
て
當
日
の
儀
に
至
て
は
、
汎
ね
く
多
く
の
文
献
に

記
録
せ
ら
れ
、
改
め
て
遽
ぶ
る
の
要
な
き
に
似
た
り
。
江

次
第
憲
十
豊
明
節
會
次
第
條
に
、

　
　
時
刻
天
皇
渡
御
南
殿
○
巾
略
著
御
帳
中
椅
子
○
巾
略

　
　
王
卿
参
上
○
中
略
列
立
標
下
○
中
略
再
拝
○
中
略
就

　
　
堂
上
（
…
…
…
こ
れ
よ
り
酒
鱗
下
賜
の
事
省
之
）
舞
妓

　
　
進
舞
融
鮪
製
南
女
官
四
人
乗
脂
燭
副
南
柱
立
件
舞
姫
立

　
　
於
御
前
並
左
右
間
上
萬
二
入
當
御
座
間
立
酉
上
次
二

　
　
人
士
立
其
東
西
間
閑
司
引
導
舞
踏
退
入
、

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
紫
籏
殿
上
に
て
舞
ふ
の
例
な
る
如
く
な

れ
ご
然
ら
ず
。
古
く
は
庭
前
の
舞
皇
に
於
て
そ
の
技
を
演

ぜ
し
な
り
。
劉
鰍
右
に
述
ぶ
る
こ
こ
ろ
は
、
た
“
墾
入
後

に
於
け
る
舞
姫
行
動
の
一
端
の
み
。
以
下
少
し
く
五
箇
關

係
の
主
要
事
項
に
つ
い
て
記
す
べ
し
。

の
，
舞
師
の
種
類
及
相
互
の
三
三



「
欝
」
の
名
論
く
村
毒
禦
の
清
瓢
緻
覆
略
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ブ
ノ
　
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
り

等
に
み
え
、
ま
た
別
に
「
物
師
」
こ
い
ふ
も
の
あ
り
。
爾
者

の
關
係
頗
ぶ
る
明
臼
を
葺
け
り
Q
た
い
大
内
裏
考
謹
憲
二

十
三
に
引
け
る
「
近
著
記
」
麟
口
な
る
も
の
に
い
は
く
、

　
　
或
記
云
内
数
坊
の
女
癖
人
昔
は
眞
實
に
歌
舞
し
け
り

　
　
雅
樂
舞
人
0
中
略
行
向
寒
師
許
云
欲
レ
見
一
舞
之
善
悪
一

　
　
ご
云
け
れ
ば
女
舞
濁
乱
二
上
物
師
一
て
○
中
略
御
使
（
師

　
　
〔
？
〕
）
早
立
て
倉
ン
舞
云
々
物
師
答
云
何
の
舞
ぞ
女
師

　
　
云
皇
帝
也
便
云
不
急
、
然
者
團
凱
旋
如
何
又
云
不
…
畳

　
　
次
問
玉
樹
答
云
不
知
干
時
言
師
怒
云
不
レ
知
し
て
欝
轟

　
　
物
師
一
ロ
5
朝
威
一
者
也
以
二
此
由
一
倉
嵩
奏
蓬
一
之
間
暫
面
罵

　
　
た
れ
ご
云
け
れ
ば
物
師
は
う
は
う
逃
去
り
け
り
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
舞
茸
は
物
師
よ
り
灌
威
あ
る
や
う
に
考

へ
ら
る
。
想
ふ
に
影
野
に
於
て
は
長
期
が
外
樂
に
よ
っ
て

著
彩
せ
ら
れ
し
舞
容
を
指
導
し
、
物
師
は
助
手
の
位
置
に

立
ち
て
古
來
の
舞
曲
の
み
を
毅
へ
し
に
あ
ら
ざ
る
か
Q

　
然
る
に
後
に
及
び
か
く
の
如
き
制
も
失
は
れ
、
い
っ
し

　
　
　
策
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
単
安
朝
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て
（
下
）

か
物
師
は
軍
に
舞
師
に
從
属
す
る
も
の
こ
の
み
考
へ
ら
る

、
に
至
り
し
な
ら
む
。
本
書
に
記
さ
れ
し
如
き
事
件
は
か

く
の
如
き
時
代
に
獲
生
せ
し
も
の
な
る
べ
し
。
い
つ
れ
に

し
て
も
古
く
國
風
の
舞
踊
な
り
し
五
節
舞
も
、
内
　
坊
繊

身
の
舞
師
に
監
督
せ
ら
る
、
に
至
て
多
く
の
唐
風
分
子
を

混
へ
來
り
し
こ
ご
は
疑
ふ
べ
か
ら
か
。
而
し
て
か
く
の
如

き
新
粧
の
舞
曲
は
内
孤
露
制
度
の
頽
破
内
宴
踏
歌
な
ご
の

形
骸
化
に
伴
ひ
、
再
び
復
奮
さ
る
、
の
傾
あ
b
し
な
ら
む

一
i
そ
れ
に
つ
い
て
來
れ
る
も
の
は
舞
技
そ
の
も
の
、
退

歩
な
り
ご
す
。働

演
技
場
の
鍵
遷

　
舞
姫
の
演
技
す
る
ご
こ
ろ
は
殿
前
の
舞
璽
な
り
し
が
、

後
に
及
び
殿
上
の
南
廟
ご
趨
り
澱
。
江
孔
第
巻
一
、
正
月
飾

會
雨
…
儀
條
に
、
新
嘗
會
の
こ
ご
を
も
説
き
て
、

　
　
舞
妓
如
上
．
承
和
以
前
於
舞
台
、
其
後
立
御
殿
南
廟

　
　
○
下
略

第
二
號

五
五
　
（
二
二
七
）



　
　
　
第
七
傍
　
　
研
　
究
　
　
亭
妥
朝
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て
（
下
）

　
な
ご
い
へ
る
に
て
知
る
べ
し
」
而
し
て
癩
に
舞
ふ
の
風

は
雨
儀
に
准
ぜ
し
な
）
こ
い
ふ
Q
同
書
懇
十
に
、

　
　
舞
台
○
中
略
、
其
上
舗
レ
薦
加
二
面
面
｛
捨
鐘
子
㎝
其
四
面

　
　
樹
梅
柳
一
其
東
西
北
面
懸
互
幅
額
一
半
麟
義
心
阻
灘
縫
騰

　
　
○
中
略
敷
｝
莚
蓮
一
近
例
不
レ
敷
監
前
壷
道
」
往
年
舞
姫
於
＝

　
　
舞
壷
一
舞
傍
有
コ
此
身
道
一
近
年
繁
昌
爾
儀
・
於
殿
上
一
丁
…

　
い
ふ
ご
こ
ろ
の
「
近
年
し
は
果
し
て
い
つ
れ
の
時
代
よ
り

の
こ
ご
な
る
べ
き
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
水
左
記
承
保

三
年
正
月
七
日
隙
箸
認
諾
記
承
暦
五
年
正
月
七
日
等
に
舞

　
　
　
　
　
　
ノ
置
　
一

郭
舞
毫
に
昇
れ
る
の
謹
み
ゆ
。
五
笛
に
は
あ
ら
ざ
れ
ご
類

推
の
料
に
供
ふ
べ
く
し
て
、
そ
の
比
は
未
だ
殿
上
に
舞
は

ざ
り
し
な
ら
む
。
降
て
後
出
條
關
臼
記
康
和
元
年
正
月
七

日
詣
に
も
新
嘗
會
に
舞
毫
を
斎
く
る
由
み
え
た
り
。
（
江
家

次
第
の
著
者
は
天
永
二
年
十
一
月
五
日
に
嚇
す
る
を
以
て

繍
そ
の
著
作
年
代
も
ほ
縫
す
べ
し
。
）
さ
れ
ば
所
謂
近

年
は
康
和
の
中
年
以
降
。
蕊
癖
の
こ
ま
認
め
ら
る
。

第
一
一
號

五
山
ハ
　
’
ニ
ニ
入
）

㈲
　
舞
姫
服
節
の
墾
化

　
こ
れ
は
濡
燕
に
詳
述
す
る
の
機
あ
る
べ
し
ご
い
へ
ざ
も

そ
の
大
概
を
い
へ
ば
次
の
如
し
G

　
耶
安
中
期
に
於
て
は
頗
ぶ
る
論
式
色
彩
多
き
服
飾
に
し

て
、
西
宮
記
に
い
は
く
、

　
　
五
節
舞
姫
　
帳
豪
試
、
垂
髪
、
赤
色
織
物
唐
衣
地
摺

　
　
　
裳
、

　
　
御
前
試
　
折
か
作
隔
子
、
身
心
、
額
、
青
色
麹
塵
長

　
　
　
被
、
隠
蔽
、
比
禮
、
蘇
芳
愚
盲
裳
、

　
　
笛
終
夜
　
折
隔
子
如
御
前
試
、
羅
青
黛
長
挟
、
袷
福
、

　
　
　
比
禮
、
蘇
芳
目
染
裳
、
左
右
着
赤
紐
矯
蔭
蔓
（
懇

　
　
　
＋
六
斎
瓢
）

　
御
前
前
志
笛
愈
の
際
は
即
ち
女
禮
服
に
類
す
る
形
式
の

装
な
り
し
を
知
る
べ
し
。
し
か
れ
ご
も
他
面
に
於
て
紳
事

の
古
風
を
存
し
、
青
摺
長
坐
翫
都
議
貿
、
、
日
蔭
か
つ

ら
等
の
用
ゐ
ら
れ
し
は
、
當
代
に
於
け
る
内
外
文
化
混
融



の
朕
を
示
す
好
資
料
な
b
ご
信
ず
。

　
青
舌
長
被
の
風
は
既
に
存
し
て
、
一
條
帝
の
こ
き
中
宮

定
子
が
舞
姫
の
随
員
に
ま
で
着
せ
給
ひ
し
こ
ご
枕
草
子
に

み
ゆ
。
　
　
留

　
　
宮
の
五
潔
い
た
さ
せ
給
ふ
に
か
し
つ
き
十
二
人
○
中

　
　
器
量
の
疑
青
す
り
の
唐
衣
、
か
さ
み
を
着
せ
給
へ
り

　
　
女
房
に
た
に
、
か
ね
て
さ
し
も
知
ら
せ
す
、
殿
上
人

　
　
に
は
ま
し
て
い
み
じ
う
か
く
し
て
○
中
略
暗
く
な
り

　
　
た
る
程
に
も
て
き
て
き
す
、
あ
か
ひ
も
い
み
じ
う
結

　
　
ひ
さ
げ
○
中
略
や
う
し
た
る
硬
き
衣
に
か
た
き
の
維

　
　
か
き
た
お
、
織
物
の
唐
衣
の
う
へ
に
き
せ
た
る
は
誠

　
　
に
め
つ
ら
し
き
中
に
わ
ら
は
、
今
少
し
な
ま
め
き
た

　
　
り
0
中
略
上
蓬
部
殿
上
人
諮
ざ
ろ
き
興
じ
て
小
忌
の

　
　
女
房
ご
つ
け
た
り
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
尋
常
の
唐
衣
二
一
な
ご
の
上
に
か
さ
ね

て
装
は
し
め
し
者
の
如
し
Q
本
例
は
中
宮
が
臨
時
の
御
意

匠
に
す
き
ざ
ら
ん
も
、
舞
姫
の
み
は
後
ま
で
も
そ
の
風
を
・

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
挙
安
覇
に
於
け
る
舞
踊
に
つ
い
て
（
下
）

　
　
　
　
　
の

傳
へ
た
り
き
。

　
李
安
季
世
に
於
け
る
舞
姫
の
服
御
に
つ
い
て
は
、
雅
亮

装
束
抄
巻
｝
に
記
す
．
こ
こ
ろ
あ
り
○
今
そ
れ
を
以
て
西
宮

記
嚢
憂
照
す
べ
し
。

　
（
イ
）
帳
翁
島
は
赤
色
唐
衣
地
摺
酷
な
る
こ
ご
爾
者
同
｝

．
な
り
。
（
官
）
御
前
試
　
青
雪
鬼
長
喜
は
青
色
唐
衣
ご
改
め

ら
れ
、
蘇
芳
翌
春
裳
は
「
む
ら
さ
き
す
そ
こ
の
蒸
こ
ご

な
り
ぬ
ハ
（
本
交
に
い
ふ
蘇
芳
ご
紫
ご
は
繕
呼
の
異
る
の
み
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

に
し
て
、
色
彩
同
一
な
ら
ん
も
知
る
べ
か
ら
す
。
）
か
く
て

広
島
の
際
に
は
、
「
あ
を
す
．
り
の
か
ら
ぎ
ぬ
、
あ
こ
め
、
こ

き
は
か
ま
、
め
そ
め
の
裳
」
ご
あ
れ
ば
、
盤
制
の
存
せ
し

を
知
ら
る
。

　
註

　
（
1
）
舞
師
は
か
エ
る
際
に
覧
て
も
舞
姫
を
監
覗
指
導
せ
ざ
る
べ

　
か
ら
す
。
回
暦
康
和
五
年
十
一
月
十
四
臼
條
に
、

　
　
御
　
帳
御
　
晶
剛
は
大
師
“
か
っ
ぽ
ね
な
り
聴
聞
大
師
哩
影
震
ア
グ
タ
リ
、

　
　
ウ
シ
ロ
ニ
女
房
一
人
ア
リ
云
々

　
な
，
こ
い
へ
る
も
そ
の
さ
ま
を
い
へ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
七
　
（
二
二
九
）



　
　
第
七
岱
　
　
研
　
究
　
　
畢
安
朝
に
於
け
る
舞
踊
に
つ
い
て
（
下
）

（
2
）
童
女
御
薦
の
こ
ミ
建
武
年
中
行
事
に
は
清
涼
殿
の
こ
・
こ
噛

し
、
恒
例
の
や
う
に
記
さ
れ
丸
る
も
疑
は
し
。
永
和
、
永
享
の

大
嘗
轟
麟
＋
に
も
載
せ
、
年
害
奨
謄
「
ち
が
・

ろ
は
大
嘗
會
の
S
し
に
行
は
る
・
の
み
な
り
、
毎
年
の
儀
は
中

縄
せ
り
」
な
，
こ
い
へ
り
。
然
れ
，
こ
も
、
こ
れ
等
の
記
事
に
は
蕗
．

書
の
説
を
そ
の
ま
・
登
載
す
る
こ
一
こ
あ
れ
ば
、
確
否
は
更
に
考

ふ
べ
し
。

（
3
）
江
家
次
第
巻
十
に
、
「
舞
姫
不
足
例
、
（
修
理
大
夫
挽
女
、
）
」

ε
し
て
、
「
延
喜
十
九
年
十
一
月
十
六
日
、
一
入
、
忽
煩
物
氣
以

他
人
令
舞
」
・
こ
註
せ
り
。

（
4
）
同
書
中
寅
日
試
條
に
、
「
申
刻
所
司
御
殿
東
庸
虹
孫
壷
装
束

誌
、
五
節
舞
師
参
上
、
次
令
問
舞
姫
列
立
、
次
第
舞
姫
参
上
へ
中

略
）
五
笛
舞
畢
（
中
略
）
退
下
」
ミ
い
へ
の
。

（
・
）
後
叢
必
す
・
も
享
に
限
ら
ざ
り
し
も
、
西
嘉
甦

　
旨
に
物
師
大
友
余
時
な
る
者
見
え
た
り
・

（
6
）
猪
隈
蘭
臼
記
正
治
元
年
十
月
十
五
呂
條
等
、

（
7
）
類
聚
難
要
抄
三
、
に
牧
め
た
る
永
久
三
年
の
側
に
は
「
青

　
　
　
　
マ
ヒ

色
唐
花
如
禰
補
蘇
芳
末
溝
裳
」
霊
み
ゆ
。
併
せ
考
ふ
べ
し

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
入
　
（
二
三
〇
）

附
記
本
編
は
最
後
に
民
間
の
舞
踊
に
つ
い
て
も
略
叙
す
る
筈

　
な
り
し
が
、
便
宜
省
略
に
從
ふ
。
（
大
正
十
一
、
一
、
十
｝
じ


